
平成25年 第39回 近畿地区高等学校PTA連合会大会

京都大会　6月28日・29日 開催

6
月
28
日
、29
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、京

都
市
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
及

び
京
都
府
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
協

力
の
も
と
、“
第
39
回
近
畿
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会（
以
下
、「
近
高
P
大

会
」）京
都
大
会
”が
、
近
畿
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

28
日
は
、
ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川
に
お
い

て
、
総
会
と
各
専
門
委
員
会
及
び
翌
日
の
分

科
会
の
打
合
せ
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
大
い
に
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の
近
高

Ｐ
大
会
は
奈
良
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。

29
日
は
、
国
立
京
都
国
際
会
館
に
お
い

て
、
大
会
行
事
と
記
念
講
演
及
び
3
つ
の

分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
行

事
の
中
で
、
松
下
純
子
大
会
実
行
副
委
員

長（
市
高
Ｐ
連
前
会
長
）と
山
崎
晃
氏（
市

高
Ｐ
連
前
事
務
局
長
）が
近
畿
地
区
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
、ま
た
、銅
駝
美
術
工
芸
高
等
学
校
が

「
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
」に
お
い
て
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
京
都
市
出
身
の
元
プ

ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
衣
笠
祥
雄
氏

が“
野
球
に
教
え
ら
れ
、
学
ん
だ
こ
と
”と

の
演
題
で
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

衣
笠
氏
は
、“
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
野
球

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
自
分
の
夢
を
ど

の
よ
う
に
実
現
し
て
き
た
か
”に
つ
い
て

自
ら
の
体
験
を
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
は
共

感
と
共
に
真
剣
な
面
持
ち
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
佛
教
大
学
の
原
清
治
先
生

に
よ
る
、“
夢
の
実
現
に
向
け
た
高
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
”の
基
調
講
演
の
あ
と
、
３

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
３
分
科
会
で
は
、
伏
見
工
業
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長
の
藤
田
節
子
氏
が
、“
保

護
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
の
実
践
例
”と

題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
近
高
Ｐ
京
都
大
会
は
、近
畿
各
地

か
ら
集
ま
ら
れ
た
三
千
人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員

の
方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
校
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

高　 連Pだより

深
め
よ
う
親
子
の
絆
、

広
げ
よ
う
地
域
の
絆
、

共
に
開
こ
う
明
日
へ
の
と
び
ら

大会テーマ
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P.1	 ● ��平成25年 第39回 近畿地区高等学校PTA連合会大会 京都大会を開催
P.2-3	 ● 各P連からのお知らせ● 小P連はぐくみ委員会　
	 ● 中P連親まなび委員会　● 福祉機器展2013
P.4	 ● 第61回 日本PTA全国研究大会　● 第32回中P連研究集会について　
	 ● 京都市学校・幼稚園 PTA感謝の集い　
	 ● なるほどトピックス！教えて、京都の教育

記念講演をされた衣笠祥雄氏（元広島東洋カープ）

大会宣言をされた各務氏
（�平成 24 年度 �
西京高校 PTA 会長）

↑�壇上に立たれる松下氏�
（平成24年度京都堀川音楽高校PTA会長）

広報紙コンクール表彰
（銅駝美術工芸高校 PTA）第3分科会で発表された藤田氏（平成24年度伏見工業高校PTA会長）



中京支部 左京支部
「
親
」（
私
た
ち
）も

　
　「
ま
な
ん
で
」い
ま
す
！
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小P連

　

左
京
支
部
は
、
8
校
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
支
部
の
委
員
の
多
く
は
、
各
単
Ｐ
の
副

会
長
等
の
役
員
と
兼
務
し
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
各
校
で
の
活
動
に
加
え
て
、
左
京

支
部
親
ま
な
び
委
員
会
の
他
、
各
支
部
校

で
開
催
さ
れ
る
賛
助
講
演
会
・
講
座
・
講

習
会
等
、
様
々
な
親
ま
な
び
委
員
会
活
動

へ
の
参
加
を
通
じ
て
、「
笑
顔
の
和　

心
の

輪　

ま
な
び
の
話わ

」
を
広
げ
て
い
ま
す
！

　
今
年
度
の
左
京
支
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
…
、
家

庭
・
子
ど
も
と
の
時
間
を
大
事
に
し
よ
う
！

仕
事
も
大
事
に
！
そ
の
上
で
、「
で
き
る
人
が
、

で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
！
」
で
す
♪

　
　
　
　 

左
京
支
部
親
ま
な
び
委
員
会
　
諏
訪 

亜
紀

　

中
京
支
部
の
活
動
は
主
に
、
７
校
で
行
っ

て
い
ま
す
。
市
の
中
心
部
を
含
む
た
め
、
一

時
は
生
徒
数
が
少
な
く
な
り
学
校
の
統
合
が

す
す
め
ら
れ
、
学
校
の
数
は
他
の
地
域
に
比

べ
て
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
学
校
間

の
距
離
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

個
性
豊
か
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
支
部
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
活
動
に
参

加
し
合
う
「
交
流
会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
家
庭
教
育
講
座
」
と
い
う
取
組
は
、
ど

の
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
学
校
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

小　 連Pだよりはぐくみ
委員会の様子
１６支部の代表が集まって、

情報交換などを
行っています！！

　毎月開催される小P連の理事会では、各支部の活動報告を通して
交流を深めています。

これからも、各支部との意見交換を通じて
たくさんの「ええ？そうやったん？」や 
 「ほうら、やっぱり！」を見つけていきたい
と思います。

通学路安全・ 
防犯対策研修会
講師：上京警察署交通課

各支部の活動紹介 ※各支部ではいろいろな取組を行っています。

愛する子どもたちへ
丸ごとのあなたを受けとめたい
講師：小松 晃子 氏

『子どもを見つめる目』
   ～親としての学び～
  講師：瀬戸 孝章 氏

上京支部

伏見中支部

南支部

京都市教育委員会　生徒指導課 
子ども支援専門官　指導主事

京都市教育委員会生涯学習部
首席社会教育主事

で
き
る
人
が
、で
き
る
と
き
に
、

　
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！

北野中　家庭教育講座

御池中　しゃべり場

はぐくみ委員会の様子♪

毎年コーラス交歓会の指導者
を探すのに苦労しています。

バレーボール交歓会への参加チームが年々減少し、運営が難しくなっています。

コーラス交歓会の会場を借
りるのにお金がかかってし
まいます。

コーラス交歓会については、
PTAのOBにも指導者として
関わってもらっています。

バレーボール交歓会の代わりに、ふれあいスポーツ事業として
ソフトバレーボール大会を開催しています。
今年度からバドミントン大会を開催しています。

輪番制で支部の小学校の
体育館をお借りして、コーラ
ス交歓会を開催しています。

Ｑ Ｑ

Ｑ

A

A

A

A

御池中　しゃべり場

支部活動

テ
ー
マ
は
多
種
多
様
で
す
。
他
の
学
校
に

う
か
が
う
こ
と
で
、
自
校
で
は
取
組
ん
だ
こ

と
の
な
い
テ
ー
マ
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
、

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　

　

さ
て
、
当
支
部
に
は
も
う
一
校
、
不
登
校

を
経
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
の
学
校
に
も
訪
問
し
、
校
長
先
生
か
ら

お
話
を
う
か
が
う
予
定
で
す
。　
　
　
　

　
「
交
流
会
」
や
親
ま
な
び
委
員
相
互
の
意
見
交

換
を
通
じ
て
、
自
校
の
よ
り
よ
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

た
め
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　 

中
京
支
部
親
ま
な
び
委
員
会
　
安
藤 

祐
子

共に

　学び  共に

　育ち 

 共に

  楽しむ！

みんな
どうしてる？！

中P連

親
ま
な
び
委
員
会

は
ぐ
く
み
委
員
会

. .



第
56
回 

全
肢
P
連

 「
和
歌
山
大
会
」

開
催
！

幼　 連Pだより
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　6/25 ～ 7/11まで、幼Ｐ連の役員で16園を
見学し、情報交換をしてきました。それぞれ個
性、地域性は違えども、子どもたちをのびのび
と育てる教育方針のもと、皆さんの公立幼稚園
を想う気持ちはひとつ！
　全PTAがつながり合い、伝え合い、良い影響
を与え合っています。もちろん！様々な情報
を自園の運営に活かしていきます。

16
いってきました！
『なかよし・みつけた・
　きょうと・ようちえん』

芝生が素敵！
塀がないから
小学校にも
園庭開放　

どの子もみ～んな
わが子ですっ！
これが京極の輪!!

16園一大きな
藤棚や100匹の
カブトムシの

幼虫にびっくり!!

ランチルームで
子どもたちも

“レッツ・クッキング!!”

校舎の中の
幼稚園。

小学校との交流が
いっぱい！

園庭で雪遊び＊
比叡山と光の交信。

おやじの会が
元気です。

園にひんやり
なが～い洞穴!?

みんなの
秘密基地だぜ　

こだわり、工夫の
『お楽しみ会』！
ベルマーク

頑張ってます。

園庭の畑や
果樹が魅力的♪
動物とも仲良し　

ト○ロが笑顔で
お出迎え♪

園長先生ともども子ども
たちに大人気　

パンランチ♪
幼稚園のお味噌汁で、

苦手野菜も
克服さ！

サークル活動で
作るＴシャツや

半円形のプールが
素敵　

わが家自慢　
ひとりひとりの声が
活きてる掲示板！

おやじの会スゴイ！
園庭の窯で焼く
ピザは絶品♪

ママさんパワーと
地域パワーで、
手作りバザー
大好評　

エコ満載！
お母さんたちの
活動がとっても
盛んです！

京都市立
幼 稚 園

ふしみみなみはま

きょうごく しょうらん めいとく ふしみすみよし けんりゅう かいち なかぎょうもえぎ さいいん

ふかくさ ようばい ふしみいたはし かみがも みつば たいけん たけだ

　
全
国
肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

P
T
A
連
合
会（
全
肢
Ｐ
連
）「
和
歌

山
大
会
」
は
、
８
月
20
日
～
22
日
和

歌
山
県
民
文
化
会
館
・
ホ
テ
ル
ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
に
て
、
１
日
目
は

総
会
、
２
日
目
は
開
会
式
・
基
調
講

演
・
分
科
会
・
懇
親
会
、
３
日
目
は

全
体
講
評
・
会
員
研
修
・
閉
会
式
の

内
容
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

2
日
目
の
第
6
分
科
会
「
機
器
」
で

は
、北
総
合
支
援
学
校
の
清
野
嘉
奈
子

P
T
A
会
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、

呉
竹
総
合
支
援
学
校
の
岡
千
栄
子

P
T
A
会
長
が
「
子
ど
も
た
ち
の
よ

り
豊
か
な
生
活
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
総
Ｐ
連
主
催
で
開
催
し

て
い
る
「
福
祉
機
器
展
」
と
、
呉

竹
総
合
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
」
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。　
　
　

　
福
祉
機
器
展
は
、
平
成
10
年
に
呉

竹
総
合
か
ら
始
ま
り
、
平
成
16
年
４

月
京
都
市
の
再
編
か
ら
総
Ｐ
連
の

主
催
に
変
わ
っ
て
、
今
年
度
で
16
回

目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
福
祉
機
器

を
一
堂
に
集
め
た
機
器
展
を
開
催
さ

発達障害や高齢者向け支援グッズと
ユニバーサルデザインに関する展示。
どなたでも役立つ各種セミナーを実施。

れ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
全
国
で
も
京
都

だ
け
で
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
改
正
障
害
者
基
本

法
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
流
れ

と
「
合
理
的
な
配
慮
」
や
「
基
礎
的

環
境
整
備
」
の
必
要
性
に
伴
っ
て
、

携
帯
情
報
端
末
の
活
用
は
こ
れ
か

ら
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
傾

向
か
ら
、
呉
竹
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
歩
進
ん

だ
取
組
が
、
大
変
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
の
連

携
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
で
き
る
取
組
を
進
め
て
い
く
気
持

ち
が
、
一
層
強
ま
っ
た
「
和
歌
山
大

会
」
で
し
た
。

第 6分科会「機器」の様子

発
表
さ
れ
る

岡
会
長（
呉
竹
）

第56回全肢 P連「和歌山大会」

司
会
を
さ
れ
る

清
野
会
長（
北
）

くらし 新発見！
ふれ
あい 

日時　�平成25年10月19日（土）
10時～ 15時

会場　京都市立東総合支援学校
主催　�京都市立総合支援学校PTA連絡協議会
共催　京都市教育委員会
後援　�京都市立総合支援学校校長会 

京都市立東総合支援学校運営協議会
後援・助成　京都新聞社会福祉事業団

総　 連P
だより

福祉機器展 2013

今できる！あなたにやさしい！
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社会の中で自分の役割を果たし
ながら、自分らしい生き方を実現し
ていくプロセス（これを「キャリア
発達」といいます）を支援していく
ことが、子どもたちの教育に携わる
私たち大人の役割です。
特に中学生は、自らの進路を決定
するにあたって、将来展望や適性を
踏まえ、進学か就職か？どの学校に
進学したいのか？などといった重
要な選択の場面にはじめて直面し、
思い悩むことも多くあります。

このたび、教育委員会から中学生の進路指導にあたって重要なポイン
トをまとめたリーフレットが刊行されました。「生徒の主体的な進路選
択のために、常に意識して取り組むべきこと」という教職員向けの視点
でまとめられていますが、保護者の皆様にも参考となる情報も数多く盛
り込まれています。
志願できる高校の幅が広がった京都市・乙訓地域の新しい教育制度を
踏まえ、進路や将来の夢などについて、皆様の体験談も交えて、お子さん
と十分な時間をかけて話し合ってください。詳しくは下記HP又は学校
指導課（TEL.222-3801）まで。

中　 連Pだより

生徒一人一人の
キャリア発達をみすえた
進路指導のために

なるほどトピックス！

７
月
６
日
、京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル（
左
京
区
下
鴨
）に
て
、「
京
都
市
学

校
幼
稚
園
P
T
A
感
謝
の
集
い
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、京
都
市
教
育
委
員
会
が
、

１
年
間
、学
校・
園
の
応
援
団
と
し
て

日
々
献
身
的
な
取
組
み
を
展
開
さ
れ

た
京
都
市
立
学
校・幼
稚
園
P
T
A
及

び
私
立
幼
稚
園
P
T
A
の
方
々
に
感

謝
の
意
を
こ
め
て
開
催
し
て
い
る
式

典
で
す
。

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、生
田
義
久
教

育
長
か
ら
前
年
度
の
P
T
A
会
長
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、「
子
ど
も
を
取

り
巻
く
教
育
課
題
の
解
決
に
正
面
か

ら
取
り
組
ま
れ
、『
行
動
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
』

と
し
て
精
力
的
な
活
動
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。」と
感
謝
の
意
が
延
べ

ら
れ
ま
し
た
。長
屋
博
久
平
成
24
年
度

市
P
連
会
長
の
謝
辞
で
は
、「
こ
れ
か

「
み
え
に
集
え
ば
き
っ
と
見

え
る
　
三
重
か
ら
の「
わ
」
～

は
じ
ま
り
の
地
で
　
語
り
育
も

う
　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
～
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、第
61
回
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
み
え
大

会
が
、８
月
23
日
、24
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

23
日
は
三
重
県
各
地
10
会
場

で
開
か
れ
た
分
科
会
ご
と
に
分

か
れ
、
24
日
は
三
重
県
の
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
全
体
会

に
集
結
し
、全
国
か
ら
集
ま
っ
た

８
、０
０
０
人
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の

方
々
と
語
り
合
い
、学
び
合
い
ま

し
た
。

分
科
会
で
は
、
東
北
大
学
で

加
齢
医
学
研
究
所
教
授
を
務
め

て
お
ら
れ
る
、脳
科
学
で
有
名
な

川
島
隆
太
氏
に
よ
る
基
調
講
演

な
ど
が
行
わ
れ
、
全
体
会
で
は

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ニ
ス
ト
の
川
井

郁
子
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
が

◇日時　�平成 25 年11月18日（月）　
午前8：45受付　　9：15開会

◇会場　京都アスニー  ホール
◇内容　�教育講演会　テーマ�

『親の知らない子どもの世界 
　　　～ネット社会に潜む危険～』

◇講師　佛教大学教育学部 教授  原　清治氏

子どもたちのケータイやスマホの利用に関し、その危険性を心配する声が強まっていま
すが、与えたのは保護者です。しかし、多くの保護者は子どもたちがケータイやスマホが子
どもたちの世界にどんな影響を与えているかを、全くと言っていいほど知りません。
そこで今回は、ケータイやスマホの基礎的な理解、具体的なデータに基づく危険性、ネッ

ト社会が引き起こす「いじめ」についても、人権の視点から光を当てて研修を深めます。　

みなさん是非、講演会にお越しください !!!

京
都
市
学
校

幼
稚
園

Ｐ
Ｔ
Ａ
感
謝
の
集
い

　　　　　第32
回

中Ｐ連研究集会に
ついて

平成25年度

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
み
え
大
会
を
通
し
て
、

「
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
、

夢
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
」を

会
員
相
互
が
語
り
合
い
、
学
び

合
う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の「
気

づ
き
」や「
工
夫
」を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
、
今
大
会
で
学
ん
だ
こ

と
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
発
展
と
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第61回 日本PTA全国研究大会
みえ大会に参加しました!!

ら
も
笑
顔
溢
れ
る
未
来
の
た
め
に『
子

ど
も
を
共
に
育
む
京
都
市
民
憲
章
』

の
理
念
に
基
づ
い
た
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。」と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、式
典
終
了
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
親

子
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、藏
野
雅
彦
氏

（
京
都
堀
川
音
楽
高
校
指
導
教
諭
）の

指
揮
の
も
と
、京
都
市
民
管
弦
楽
団
に

よ
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。グ
リ
ー
グ「
ペ
ー
ル
ギ
ュ
ン
ト

第
１
組
曲
よ
り　

朝
」や
、ブ
ラ
ー
ム

ス
の「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
第
５
番
」な

ど
、誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と

の
あ
る
曲
の
演
奏
や
、ピ
ア
ニ
ス
ト

山
本
祐
梨
子
氏（
京
都
堀
川
音
楽
高
等

学
校
教
諭
）の
巧
み
な
演
奏
を
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
、子

ど
も
た
ち
の
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、子
ど
も
た
ち
の
指
揮
に
合
わ
せ

て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
演
奏
し
、子
ど
も

た
ち
の
楽
し
そ
う
な
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

◆市教委HP
　http://www.city.kyoto.lg.jp/
　kyoiku/page/0000152297.html

毎年好評をいただいている指揮者体験コーナー


